
2022.5.31発行

第75号

地域貢献：オレンジ志縁隊 ・げんき志縁隊 ・せいかつ志縁隊・おでかけ志縁隊
　　　　　まつり志縁隊 ・よか志縁隊、
　　　　　たまり場桜野・おこもりカフェ岐志浜

ソメイヨシノの開花宣言が日本一早かった福岡に

遅れること二日、

志摩園は室内で桜花と生バンドで春にちなんだ

懐かしの歌コレクションを満喫　…

外は冷たい雨、室内
ならではの強みを
発揮！

声高らかに皆様と甘酒で乾杯！！
皆様の笑顔を見られることが一番嬉しいです

パナソニックプロセスオートメーション
労働組合（博多区）様からご寄贈の品

　　　　　 待ちに待った新年度がスタートしました。同時に前年度の総括をしなければなりませ
んが、令和3年度は本当にいろいろな出来事があり、エネルギーを割きました。さすがにわずか3か
月前のこと=コロナクラスター発生を昔の出来事としして片付けられないでいます。個人的には入
園者の皆さんも職員もコロナ感染から元気を回復してくれていることが何より喜ばしく思います。
正に志摩園が日々、コロナに翻弄されていた時に始まった北京五輪は、スポーツニュース等で断
片的にしか見れていませんが、スノーボードで金メダルをつかんだ平野歩夢(あゆむ)選手の東京
五輪の競技の後のコメントを紹介する記事に触れ、勇気づけられました。
「人はいろんな負荷がかかればかかるほど身軽になる」　…　極限に挑むスポーツ選手に限らず、
ふつうに仕事をしている私たちにも当てはまっていたのではないかと気づかされました。
中途半端な負荷だとあれこれ雑念に邪魔される経験がありますが、究極な負荷だと認識するほど
集中力が研ぎ澄まされる経験もあります。それが「身軽になる」感覚ではないかと解釈しました。コ
ロナ感染からの脱却は職員みんなの「感染をこれ以上広げない！」という集中力を高めた意識の
下の行動を徹底してくれたおかげです。
また、行政機関のご指導・助言や近隣施設から感染対策物品の寄贈など助けていた
だき感謝しております。
さて、令和4年度も苦しい負荷、楽しい負荷、いろんな荷物がかかって来ることが予
想されますが、重圧、ストレス、緊張にさらされるのは当たり前、それが強いほど乗り
越えたときの得るものも大きいもの。仕事上は、敢えて苦しい道を選んでそれを克服
するプロセスを楽しむ　です。

【編集後記】

12月の皆様のご訪問の受
入が叶わず大変残念でし
た。
けれども、今回も組合員、
社員皆様の善意をしっか
り受け止めさせていただ
きました。コロナ禍にあっ
ても地域の皆様のご支援
の有難さを一層感じます。

2022.3.19  インドア花見
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≪志摩園はもっと外に出よう、地域の中にいよう、個性を発揮しよう≫

特別養護老人ホーム志摩園  定員130名で開園
(3号館) 現在に至る

第三期工事着工

経済
成長
率が
戦後
初

めて
マイ
ナス
に

3月9月

11月

4月

3月

特別養護老人ホーム志摩園　定員100名で開園

特別養護老人ホーム建物完成 (1号館)
鉄筋コンクリート造  平屋建て  1140.32㎡
    芥屋国民宿舎にて落成式

特別養護老人ホーム志摩園　定員50名で開園

法人登記完了

志摩園の軌跡
（揺籃前後）

10月第二期工事着工　

12月日本レコード大賞 ： 喝采(ちあきなおみ)

8月大分県立津久見高校　　　夏の甲子園大会
全国制覇

5月沖縄が日本に返還、沖縄県発足
4月志摩園開園、私は小学6年生

2月札幌冬季オリンピック開催

7月阪神江夏豊投手　オールスターで9連続奪三振
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児童手当法制定　(施行1972年1月)

日本は高齢化率7％超の高齢化社会へ

(世の中の流行、
出来事など)

第二次ベビーブーム到来（1971～74年）

アポロ11号　人類初の月面着陸

寝たきり老人家庭奉仕員事業の創設

流行語　「オー、モーレツ」

解散

１位　わたしの城下町　　小柳ルミ子
２位　知床旅情　　　　　加藤登紀子　
３位　また逢う日まで　　尾崎紀世彦　　

洋画

長編小説「恍惚の人」出版
流行語　「お客様は神様です」

9月補助金申請　　第二期工事契約　

7月増築認可の内示

4月1日

3月

1月

厚生大臣から社会福祉法人志摩会設立の認可を受ける 12月

特別養護老人ホームの建設工事に着手 10月

設立認可の内示 7月

福岡県民生部社会課から
特養設置に向け種々の教
示を受ける

10月

志摩町役場にて設立発起人会開催 12月

福岡県民生部社会課に特別養護老人ホーム
設置について相談

4月

志摩町役場にて設立発起人会開催
社会福祉法人名を「志摩会」、特別養護
老人ホームを「志摩園」とすることを決定

2月

福岡県知事から特別養護老人ホームの認可
志摩園診療所開設許可

第二期　特別養護老人ホーム建物完成(2号館)
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に

法人設立50周年を迎えて
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再び
50年に1回の
試合のゴング
が鳴る

100名に増床後も入所希望者
は多く、謝絶せざるを得ない
状況が続き、さらに30名の増
床計画を理事会にて決定

“2ヶ月半で満床となり、申込多数にて
断るのに困却している　…”、定員を
100名に増床することを理事会にて決議

老人医療費の無料化は結果的に、昭和57年
の老人保健制度に、さらに現在の介護保険制
度につながりました。わずか30年の間に日
本の社会保障制度は大きく変遷しました

当時は歌詞の意味がわからず、まばたきをせず
に歌うなおみさんが不思議でした。大人になっ
て聴けば、成功と後悔共に背負って進む強さに
共感します

昭和42年春の選抜大会優勝に続く、決勝進出。
隣市に住む私たちも毎日テレビに釘付けでした。
当時の野球部長が後に私の恩師。時々授業中
その時の心理やベンチワークを話してくれること
も。
(優勝翌日の新聞を手に入れたところ、文字ポイント
の小ささに驚きです)

社会福祉法人制度が誕生して71年のなかに、志摩会は企業(法人)
年齢50歳となったわけですが、そのうち29年間、直接私も携わって
きました。法人創成期の資料を紐解いてみると、先達のバイタリティ
に圧倒されます。
身近にモデルが殆どない状況で、イノベーターないしはアーリーア
ダプターのポジションを獲得したことは実業家ならではと畏れ入り
ます。
さて、今はというと事業の守成期であり、成熟期にさしかかるなか
で、日本の社会保障制度最後の急な上り坂を目の前に、立ち向かう
か、立ちすくむか…
その一方で、51年目からの志摩会は第二の事業創成期と言えるほど
の活動にチャレンジする準備を進めています。それはピンチとチャ
ンスが背中合わせの経営になるでしょう。
チャンスを手繰り寄せる妙案は特別にはありませんが、法人も有機
体と考えれば、私たち職員は細胞、細胞は常に新陳代謝され、生ま
れ変わることで環境に適応することが可能となります。
その時代に親和し、溶け込むためには今の自分たちがどのように変
化するか、あるいは不変でなければならないか、丁寧に検討しなが
ら歩を進めます。
「地域に不可欠な法人になる」DNAを継承しつつ、これからは生易
しい環境ではないことを想像しながら、創造性を発揮する組織であ
り続けます。

昭和48年日本の社会保障制度は「福祉元年」を迎えた

老人医療費の無料化
医療保険における高額療養費制度の導入
年金に物価スライド制の導入
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51年目の一歩を踏み出しました。これから見
える景色を私たちも楽しみにしています

コリドーの先にあるもの
…近未来介護でありたい

県内のまん延防止等措置発令中の1月後半からお休みし、3月から再開！

岐阜・飛騨地方の縁起
物の民芸品です

志摩船越の満開の桜のもと

堂々とした中にも優しさ、親しみやすさを醸す
佇まいです
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見本制作とインス
トラクターは浦方
さま(上　中央)。

皆さん作業しながらのおしゃべりも楽しそうです

完成に向かって
池

(特養　介護職員)
堂原

(特養　介護職員)
久保

(志摩地域包括支援
センター保健師)

吉田
(特養　介護職員)

植田(特養介護福祉士)植村(特養介護福祉士)

古木(特養介護福祉士)
“「専門的知識、技術を活かし
た介護」”“「尊厳の保持」と「自立支援介護」”

長掛(特養介護福祉士)

山﨑
(特養　調理職員)

フラハナアロハ
野村先生、今回は
坂本九さんでご指
導下さいました

お顔は風船カズラの実。見事な“富士額”は
自然の芸術。てっきりペインティングしたと
思っていました

お仕事の後は疲れてすぐ
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ん、1日がもっと長く使え
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近視で、眼鏡をかけた自分
の姿に慣れないのが嫌で
す。社会人として視界良好
で仕事にも臨みたいです。
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フラダンスでほ
ぐした次は“ぺ
タンク・カーリ
ング”レク。
MVPには心ば
かりの賞品を。

争いのない、みんなが笑顔
で過ごせる世界がほしい
です

これから、介
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て、実現した
いことを教え
てもらいまし
た

地域の野球チームで捕手
をしているので、道具等を
更新したいです

“これからも知識・技術の
向上に努め、自立支援を
とおしてご利用者の笑顔
多き生活を支援します”

“ご利用者の希望をお聴き
しながらイベントや自立
支援を”

2022.5.26

おこもりカフェ岐志浜は、向こう3ヶ月ごとの“週替り”
メニューを用意して皆様のご来店をお待ちしております
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児童手当法制定　(施行1972年1月)

日本は高齢化率7％超の高齢化社会へ

(世の中の流行、
出来事など)

第二次ベビーブーム到来（1971～74年）

アポロ11号　人類初の月面着陸

寝たきり老人家庭奉仕員事業の創設

流行語　「オー、モーレツ」

解散

１位　わたしの城下町　　小柳ルミ子
２位　知床旅情　　　　　加藤登紀子　
３位　また逢う日まで　　尾崎紀世彦　　

洋画

長編小説「恍惚の人」出版
流行語　「お客様は神様です」

9月補助金申請　　第二期工事契約　

7月増築認可の内示

4月1日

3月

1月

厚生大臣から社会福祉法人志摩会設立の認可を受ける 12月

特別養護老人ホームの建設工事に着手 10月

設立認可の内示 7月

福岡県民生部社会課から
特養設置に向け種々の教
示を受ける

10月

志摩町役場にて設立発起人会開催 12月

福岡県民生部社会課に特別養護老人ホーム
設置について相談

4月

志摩町役場にて設立発起人会開催
社会福祉法人名を「志摩会」、特別養護
老人ホームを「志摩園」とすることを決定

2月

福岡県知事から特別養護老人ホームの認可
志摩園診療所開設許可

第二期　特別養護老人ホーム建物完成(2号館)

定員
130名
に

定員
100名
に

法人設立50周年を迎えて
ー組織は生命システムー

  1976
（昭和51）
    年

1975
（昭和50）

年

1974
（昭和49）

年
1973

（昭和48）
年

1971
（昭和46）

年

1970
（昭和45）

年

1969
（昭和44）

年

再び
50年に1回の
試合のゴング
が鳴る

100名に増床後も入所希望者
は多く、謝絶せざるを得ない
状況が続き、さらに30名の増
床計画を理事会にて決定

“2ヶ月半で満床となり、申込多数にて
断るのに困却している　…”、定員を
100名に増床することを理事会にて決議

老人医療費の無料化は結果的に、昭和57年
の老人保健制度に、さらに現在の介護保険制
度につながりました。わずか30年の間に日
本の社会保障制度は大きく変遷しました

当時は歌詞の意味がわからず、まばたきをせず
に歌うなおみさんが不思議でした。大人になっ
て聴けば、成功と後悔共に背負って進む強さに
共感します

昭和42年春の選抜大会優勝に続く、決勝進出。
隣市に住む私たちも毎日テレビに釘付けでした。
当時の野球部長が後に私の恩師。時々授業中
その時の心理やベンチワークを話してくれること
も。
(優勝翌日の新聞を手に入れたところ、文字ポイント
の小ささに驚きです)

社会福祉法人制度が誕生して71年のなかに、志摩会は企業(法人)
年齢50歳となったわけですが、そのうち29年間、直接私も携わって
きました。法人創成期の資料を紐解いてみると、先達のバイタリティ
に圧倒されます。
身近にモデルが殆どない状況で、イノベーターないしはアーリーア
ダプターのポジションを獲得したことは実業家ならではと畏れ入り
ます。
さて、今はというと事業の守成期であり、成熟期にさしかかるなか
で、日本の社会保障制度最後の急な上り坂を目の前に、立ち向かう
か、立ちすくむか…
その一方で、51年目からの志摩会は第二の事業創成期と言えるほど
の活動にチャレンジする準備を進めています。それはピンチとチャ
ンスが背中合わせの経営になるでしょう。
チャンスを手繰り寄せる妙案は特別にはありませんが、法人も有機
体と考えれば、私たち職員は細胞、細胞は常に新陳代謝され、生ま
れ変わることで環境に適応することが可能となります。
その時代に親和し、溶け込むためには今の自分たちがどのように変
化するか、あるいは不変でなければならないか、丁寧に検討しなが
ら歩を進めます。
「地域に不可欠な法人になる」DNAを継承しつつ、これからは生易
しい環境ではないことを想像しながら、創造性を発揮する組織であ
り続けます。

昭和48年日本の社会保障制度は「福祉元年」を迎えた

老人医療費の無料化
医療保険における高額療養費制度の導入
年金に物価スライド制の導入

いざ、
志摩園
始動

1972
（昭和47）

年
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遅れること二日、

志摩園は室内で桜花と生バンドで春にちなんだ

懐かしの歌コレクションを満喫　…

外は冷たい雨、室内
ならではの強みを
発揮！

声高らかに皆様と甘酒で乾杯！！
皆様の笑顔を見られることが一番嬉しいです

パナソニックプロセスオートメーション
労働組合（博多区）様からご寄贈の品

　　　　　 待ちに待った新年度がスタートしました。同時に前年度の総括をしなければなりませ
んが、令和3年度は本当にいろいろな出来事があり、エネルギーを割きました。さすがにわずか3か
月前のこと=コロナクラスター発生を昔の出来事としして片付けられないでいます。個人的には入
園者の皆さんも職員もコロナ感染から元気を回復してくれていることが何より喜ばしく思います。
正に志摩園が日々、コロナに翻弄されていた時に始まった北京五輪は、スポーツニュース等で断
片的にしか見れていませんが、スノーボードで金メダルをつかんだ平野歩夢(あゆむ)選手の東京
五輪の競技の後のコメントを紹介する記事に触れ、勇気づけられました。
「人はいろんな負荷がかかればかかるほど身軽になる」　…　極限に挑むスポーツ選手に限らず、
ふつうに仕事をしている私たちにも当てはまっていたのではないかと気づかされました。
中途半端な負荷だとあれこれ雑念に邪魔される経験がありますが、究極な負荷だと認識するほど
集中力が研ぎ澄まされる経験もあります。それが「身軽になる」感覚ではないかと解釈しました。コ
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れ変わることで環境に適応することが可能となります。
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「地域に不可欠な法人になる」DNAを継承しつつ、これからは生易
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51年目の一歩を踏み出しました。これから見
える景色を私たちも楽しみにしています

コリドーの先にあるもの
…近未来介護でありたい

県内のまん延防止等措置発令中の1月後半からお休みし、3月から再開！

岐阜・飛騨地方の縁起
物の民芸品です

志摩船越の満開の桜のもと

堂々とした中にも優しさ、親しみやすさを醸す
佇まいです

新
松
風
館
竣
工
に
ふ
れ
て

4/16

4/2

見本制作とインス
トラクターは浦方
さま(上　中央)。

皆さん作業しながらのおしゃべりも楽しそうです

完成に向かって
池

(特養　介護職員)
堂原

(特養　介護職員)
久保

(志摩地域包括支援
センター保健師)

吉田
(特養　介護職員)

植田(特養介護福祉士)植村(特養介護福祉士)

古木(特養介護福祉士)
“「専門的知識、技術を活かし
た介護」”“「尊厳の保持」と「自立支援介護」”

長掛(特養介護福祉士)

山﨑
(特養　調理職員)

フラハナアロハ
野村先生、今回は
坂本九さんでご指
導下さいました

お顔は風船カズラの実。見事な“富士額”は
自然の芸術。てっきりペインティングしたと
思っていました

お仕事の後は疲れてすぐ
寝てしまうので、紅子さ
ん、1日がもっと長く使え
る駄菓子がほしいです

近視で、眼鏡をかけた自分
の姿に慣れないのが嫌で
す。社会人として視界良好
で仕事にも臨みたいです。

関東圏域の自治体で約20
年保健師をし、福岡に戻っ
てきました。これから糸島
の皆様の為活動します
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3

こ
の
松
風
館
も
確
か
に
少
し
先
の
将
来
の
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護
サ
ー
ビ
ス
へ
の
期
待
や
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の
意
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を

凝
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し
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い
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す
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ま
だ
ま
だ
重
装
備
を
求
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る
特
養
を
私

た
ち
が
ど
う
使
い
こ
な
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い
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、そ
の
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担
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い
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す
。

常
に
変
化
す
る
社
会
的
価
値
を
適
切
に

キ
ャ
ッ
チ
、吟
味
し
て
活
動
し
ま
す
。

フラダンスでほ
ぐした次は“ぺ
タンク・カーリ
ング”レク。
MVPには心ば
かりの賞品を。

争いのない、みんなが笑顔
で過ごせる世界がほしい
です

これから、介
護福祉士とし
て、実現した
いことを教え
てもらいまし
た

地域の野球チームで捕手
をしているので、道具等を
更新したいです

“これからも知識・技術の
向上に努め、自立支援を
とおしてご利用者の笑顔
多き生活を支援します”

“ご利用者の希望をお聴き
しながらイベントや自立
支援を”

2022.5.26

おこもりカフェ岐志浜は、向こう3ヶ月ごとの“週替り”
メニューを用意して皆様のご来店をお待ちしております
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記
念
の
喜
び
〜
感
謝
と
共
に
地
域
貢
献
を
〜

51年目の一歩を踏み出しました。これから見
える景色を私たちも楽しみにしています

コリドーの先にあるもの
…近未来介護でありたい

県内のまん延防止等措置発令中の1月後半からお休みし、3月から再開！

岐阜・飛騨地方の縁起
物の民芸品です

志摩船越の満開の桜のもと

堂々とした中にも優しさ、親しみやすさを醸す
佇まいです

新
松
風
館
竣
工
に
ふ
れ
て

4/16

4/2

見本制作とインス
トラクターは浦方
さま(上　中央)。

皆さん作業しながらのおしゃべりも楽しそうです
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池
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“「専門的知識、技術を活かし
た介護」”“「尊厳の保持」と「自立支援介護」”

長掛(特養介護福祉士)

山﨑
(特養　調理職員)

フラハナアロハ
野村先生、今回は
坂本九さんでご指
導下さいました

お顔は風船カズラの実。見事な“富士額”は
自然の芸術。てっきりペインティングしたと
思っていました

お仕事の後は疲れてすぐ
寝てしまうので、紅子さ
ん、1日がもっと長く使え
る駄菓子がほしいです

近視で、眼鏡をかけた自分
の姿に慣れないのが嫌で
す。社会人として視界良好
で仕事にも臨みたいです。

関東圏域の自治体で約20
年保健師をし、福岡に戻っ
てきました。これから糸島
の皆様の為活動します
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懸
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。
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す
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縁
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状
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建
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わ
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フラダンスでほ
ぐした次は“ぺ
タンク・カーリ
ング”レク。
MVPには心ば
かりの賞品を。

争いのない、みんなが笑顔
で過ごせる世界がほしい
です

これから、介
護福祉士とし
て、実現した
いことを教え
てもらいまし
た

地域の野球チームで捕手
をしているので、道具等を
更新したいです

“これからも知識・技術の
向上に努め、自立支援を
とおしてご利用者の笑顔
多き生活を支援します”

“ご利用者の希望をお聴き
しながらイベントや自立
支援を”

2022.5.26

おこもりカフェ岐志浜は、向こう3ヶ月ごとの“週替り”
メニューを用意して皆様のご来店をお待ちしております
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第130回(3/12)、第131回(3/26)
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志
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会
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年
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風
館
竣
工

記
念
の
喜
び
〜
感
謝
と
共
に
地
域
貢
献
を
〜

51年目の一歩を踏み出しました。これから見
える景色を私たちも楽しみにしています

コリドーの先にあるもの
…近未来介護でありたい

県内のまん延防止等措置発令中の1月後半からお休みし、3月から再開！

岐阜・飛騨地方の縁起
物の民芸品です

志摩船越の満開の桜のもと

堂々とした中にも優しさ、親しみやすさを醸す
佇まいです

新
松
風
館
竣
工
に
ふ
れ
て

4/16

4/2

見本制作とインス
トラクターは浦方
さま(上　中央)。

皆さん作業しながらのおしゃべりも楽しそうです

完成に向かって
池

(特養　介護職員)
堂原

(特養　介護職員)
久保

(志摩地域包括支援
センター保健師)

吉田
(特養　介護職員)

植田(特養介護福祉士)植村(特養介護福祉士)

古木(特養介護福祉士)
“「専門的知識、技術を活かし
た介護」”“「尊厳の保持」と「自立支援介護」”

長掛(特養介護福祉士)

山﨑
(特養　調理職員)

フラハナアロハ
野村先生、今回は
坂本九さんでご指
導下さいました

お顔は風船カズラの実。見事な“富士額”は
自然の芸術。てっきりペインティングしたと
思っていました

お仕事の後は疲れてすぐ
寝てしまうので、紅子さ
ん、1日がもっと長く使え
る駄菓子がほしいです

近視で、眼鏡をかけた自分
の姿に慣れないのが嫌で
す。社会人として視界良好
で仕事にも臨みたいです。

関東圏域の自治体で約20
年保健師をし、福岡に戻っ
てきました。これから糸島
の皆様の為活動します

コ
ロ
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2022.5.31発行

第75号

地域貢献：オレンジ志縁隊 ・げんき志縁隊 ・せいかつ志縁隊・おでかけ志縁隊
　　　　　まつり志縁隊 ・よか志縁隊、
　　　　　たまり場桜野・おこもりカフェ岐志浜

ソメイヨシノの開花宣言が日本一早かった福岡に

遅れること二日、

志摩園は室内で桜花と生バンドで春にちなんだ

懐かしの歌コレクションを満喫　…

外は冷たい雨、室内
ならではの強みを
発揮！

声高らかに皆様と甘酒で乾杯！！
皆様の笑顔を見られることが一番嬉しいです

パナソニックプロセスオートメーション
労働組合（博多区）様からご寄贈の品

　　　　　 待ちに待った新年度がスタートしました。同時に前年度の総括をしなければなりませ
んが、令和3年度は本当にいろいろな出来事があり、エネルギーを割きました。さすがにわずか3か
月前のこと=コロナクラスター発生を昔の出来事としして片付けられないでいます。個人的には入
園者の皆さんも職員もコロナ感染から元気を回復してくれていることが何より喜ばしく思います。
正に志摩園が日々、コロナに翻弄されていた時に始まった北京五輪は、スポーツニュース等で断
片的にしか見れていませんが、スノーボードで金メダルをつかんだ平野歩夢(あゆむ)選手の東京
五輪の競技の後のコメントを紹介する記事に触れ、勇気づけられました。
「人はいろんな負荷がかかればかかるほど身軽になる」　…　極限に挑むスポーツ選手に限らず、
ふつうに仕事をしている私たちにも当てはまっていたのではないかと気づかされました。
中途半端な負荷だとあれこれ雑念に邪魔される経験がありますが、究極な負荷だと認識するほど
集中力が研ぎ澄まされる経験もあります。それが「身軽になる」感覚ではないかと解釈しました。コ
ロナ感染からの脱却は職員みんなの「感染をこれ以上広げない！」という集中力を高めた意識の
下の行動を徹底してくれたおかげです。
また、行政機関のご指導・助言や近隣施設から感染対策物品の寄贈など助けていた
だき感謝しております。
さて、令和4年度も苦しい負荷、楽しい負荷、いろんな荷物がかかって来ることが予
想されますが、重圧、ストレス、緊張にさらされるのは当たり前、それが強いほど乗り
越えたときの得るものも大きいもの。仕事上は、敢えて苦しい道を選んでそれを克服
するプロセスを楽しむ　です。

【編集後記】

12月の皆様のご訪問の受
入が叶わず大変残念でし
た。
けれども、今回も組合員、
社員皆様の善意をしっか
り受け止めさせていただ
きました。コロナ禍にあっ
ても地域の皆様のご支援
の有難さを一層感じます。

2022.3.19  インドア花見

気
が
早
い
で
す
が
、今
年

こ
そ
三
年
振
り
の
再
会
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す

≪志摩園はもっと外に出よう、地域の中にいよう、個性を発揮しよう≫

特別養護老人ホーム志摩園  定員130名で開園
(3号館) 現在に至る

第三期工事着工

経済
成長
率が
戦後
初

めて
マイ
ナス
に

3月9月

11月

4月

3月

特別養護老人ホーム志摩園　定員100名で開園

特別養護老人ホーム建物完成 (1号館)
鉄筋コンクリート造  平屋建て  1140.32㎡
    芥屋国民宿舎にて落成式

特別養護老人ホーム志摩園　定員50名で開園

法人登記完了

志摩園の軌跡
（揺籃前後）

10月第二期工事着工　

12月日本レコード大賞 ： 喝采(ちあきなおみ)

8月大分県立津久見高校　　　夏の甲子園大会
全国制覇

5月沖縄が日本に返還、沖縄県発足
4月志摩園開園、私は小学6年生

2月札幌冬季オリンピック開催

7月阪神江夏豊投手　オールスターで9連続奪三振

ヒ
ッ
ト
曲

ベ
ス
ト
３

5月

4月

7月

児童手当法制定　(施行1972年1月)

日本は高齢化率7％超の高齢化社会へ

(世の中の流行、
出来事など)

第二次ベビーブーム到来（1971～74年）

アポロ11号　人類初の月面着陸

寝たきり老人家庭奉仕員事業の創設

流行語　「オー、モーレツ」

解散

１位　わたしの城下町　　小柳ルミ子
２位　知床旅情　　　　　加藤登紀子　
３位　また逢う日まで　　尾崎紀世彦　　

洋画

長編小説「恍惚の人」出版
流行語　「お客様は神様です」

9月補助金申請　　第二期工事契約　

7月増築認可の内示

4月1日

3月

1月

厚生大臣から社会福祉法人志摩会設立の認可を受ける 12月

特別養護老人ホームの建設工事に着手 10月

設立認可の内示 7月

福岡県民生部社会課から
特養設置に向け種々の教
示を受ける

10月

志摩町役場にて設立発起人会開催 12月

福岡県民生部社会課に特別養護老人ホーム
設置について相談

4月

志摩町役場にて設立発起人会開催
社会福祉法人名を「志摩会」、特別養護
老人ホームを「志摩園」とすることを決定

2月

福岡県知事から特別養護老人ホームの認可
志摩園診療所開設許可

第二期　特別養護老人ホーム建物完成(2号館)

定員
130名
に

定員
100名
に

法人設立50周年を迎えて
ー組織は生命システムー

  1976
（昭和51）
    年

1975
（昭和50）

年

1974
（昭和49）

年
1973

（昭和48）
年

1971
（昭和46）

年

1970
（昭和45）

年

1969
（昭和44）

年

再び
50年に1回の
試合のゴング
が鳴る

100名に増床後も入所希望者
は多く、謝絶せざるを得ない
状況が続き、さらに30名の増
床計画を理事会にて決定

“2ヶ月半で満床となり、申込多数にて
断るのに困却している　…”、定員を
100名に増床することを理事会にて決議

老人医療費の無料化は結果的に、昭和57年
の老人保健制度に、さらに現在の介護保険制
度につながりました。わずか30年の間に日
本の社会保障制度は大きく変遷しました

当時は歌詞の意味がわからず、まばたきをせず
に歌うなおみさんが不思議でした。大人になっ
て聴けば、成功と後悔共に背負って進む強さに
共感します

昭和42年春の選抜大会優勝に続く、決勝進出。
隣市に住む私たちも毎日テレビに釘付けでした。
当時の野球部長が後に私の恩師。時々授業中
その時の心理やベンチワークを話してくれること
も。
(優勝翌日の新聞を手に入れたところ、文字ポイント
の小ささに驚きです)

社会福祉法人制度が誕生して71年のなかに、志摩会は企業(法人)
年齢50歳となったわけですが、そのうち29年間、直接私も携わって
きました。法人創成期の資料を紐解いてみると、先達のバイタリティ
に圧倒されます。
身近にモデルが殆どない状況で、イノベーターないしはアーリーア
ダプターのポジションを獲得したことは実業家ならではと畏れ入り
ます。
さて、今はというと事業の守成期であり、成熟期にさしかかるなか
で、日本の社会保障制度最後の急な上り坂を目の前に、立ち向かう
か、立ちすくむか…
その一方で、51年目からの志摩会は第二の事業創成期と言えるほど
の活動にチャレンジする準備を進めています。それはピンチとチャ
ンスが背中合わせの経営になるでしょう。
チャンスを手繰り寄せる妙案は特別にはありませんが、法人も有機
体と考えれば、私たち職員は細胞、細胞は常に新陳代謝され、生ま
れ変わることで環境に適応することが可能となります。
その時代に親和し、溶け込むためには今の自分たちがどのように変
化するか、あるいは不変でなければならないか、丁寧に検討しなが
ら歩を進めます。
「地域に不可欠な法人になる」DNAを継承しつつ、これからは生易
しい環境ではないことを想像しながら、創造性を発揮する組織であ
り続けます。

昭和48年日本の社会保障制度は「福祉元年」を迎えた

老人医療費の無料化
医療保険における高額療養費制度の導入
年金に物価スライド制の導入

いざ、
志摩園
始動
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近視で、眼鏡をかけた自分
の姿に慣れないのが嫌で
す。社会人として視界良好
で仕事にも臨みたいです。

関東圏域の自治体で約20
年保健師をし、福岡に戻っ
てきました。これから糸島
の皆様の為活動します
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ロ
ナ
感
染
再
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が
懸
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め
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。

50
周
年
に
新
建
物
に
更
新
す
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は
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が
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は
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す
。こ
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ま
で
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共
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っ
て
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た
皆
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に
感
謝
し
、

ま
た
新
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な
御
縁
を
結
べ
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よ
う
に…

入
園
者
の
皆
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も「
新
居
」に
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ら
れ
、少
し
ず

つ
馴
染
ん
で
こ
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
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も
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状
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で
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の
最
も
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建
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か
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最
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の
建
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に
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わ
り
ま

し
た
。建
物
は
数
十
年
単
位
で
更
新
す
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時
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世
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も
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す
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も
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と
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。
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4
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ら
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い
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社
会
人
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今
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活
よ
り
更
に
広
く
深
い
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で
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躍
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る
こ
と
を
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待
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ま
す
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こ
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も
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卒
者
4
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と

熟
達
者
1
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を
4
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1
日

付
で
採
用
し
ま
し
た
。

新
卒
の
皆
さ
ん
は
、地
元
高

校
の
卒
業
生
で
志
摩
園
を

選
ん
で
頂
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。2
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生
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コ
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感
染
の
第
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ら
3
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に
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し
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将
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意
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を
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い
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に
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て
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ま
す
。

フラダンスでほ
ぐした次は“ぺ
タンク・カーリ
ング”レク。
MVPには心ば
かりの賞品を。

争いのない、みんなが笑顔
で過ごせる世界がほしい
です

これから、介
護福祉士とし
て、実現した
いことを教え
てもらいまし
た

地域の野球チームで捕手
をしているので、道具等を
更新したいです

“これからも知識・技術の
向上に努め、自立支援を
とおしてご利用者の笑顔
多き生活を支援します”

“ご利用者の希望をお聴き
しながらイベントや自立
支援を”

2022.5.26

おこもりカフェ岐志浜は、向こう3ヶ月ごとの“週替り”
メニューを用意して皆様のご来店をお待ちしております
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桜と引津湾のブルーそして
可也山を背景に
桜と引津湾のブルーそして
可也山を背景に

介
護
福
祉
士
資
格
取
得

お
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で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
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2022.5.31発行

第75号

地域貢献：オレンジ志縁隊 ・げんき志縁隊 ・せいかつ志縁隊・おでかけ志縁隊
　　　　　まつり志縁隊 ・よか志縁隊、
　　　　　たまり場桜野・おこもりカフェ岐志浜

ソメイヨシノの開花宣言が日本一早かった福岡に

遅れること二日、

志摩園は室内で桜花と生バンドで春にちなんだ

懐かしの歌コレクションを満喫　…

外は冷たい雨、室内
ならではの強みを
発揮！

声高らかに皆様と甘酒で乾杯！！
皆様の笑顔を見られることが一番嬉しいです

パナソニックプロセスオートメーション
労働組合（博多区）様からご寄贈の品

　　　　　 待ちに待った新年度がスタートしました。同時に前年度の総括をしなければなりませ
んが、令和3年度は本当にいろいろな出来事があり、エネルギーを割きました。さすがにわずか3か
月前のこと=コロナクラスター発生を昔の出来事としして片付けられないでいます。個人的には入
園者の皆さんも職員もコロナ感染から元気を回復してくれていることが何より喜ばしく思います。
正に志摩園が日々、コロナに翻弄されていた時に始まった北京五輪は、スポーツニュース等で断
片的にしか見れていませんが、スノーボードで金メダルをつかんだ平野歩夢(あゆむ)選手の東京
五輪の競技の後のコメントを紹介する記事に触れ、勇気づけられました。
「人はいろんな負荷がかかればかかるほど身軽になる」　…　極限に挑むスポーツ選手に限らず、
ふつうに仕事をしている私たちにも当てはまっていたのではないかと気づかされました。
中途半端な負荷だとあれこれ雑念に邪魔される経験がありますが、究極な負荷だと認識するほど
集中力が研ぎ澄まされる経験もあります。それが「身軽になる」感覚ではないかと解釈しました。コ
ロナ感染からの脱却は職員みんなの「感染をこれ以上広げない！」という集中力を高めた意識の
下の行動を徹底してくれたおかげです。
また、行政機関のご指導・助言や近隣施設から感染対策物品の寄贈など助けていた
だき感謝しております。
さて、令和4年度も苦しい負荷、楽しい負荷、いろんな荷物がかかって来ることが予
想されますが、重圧、ストレス、緊張にさらされるのは当たり前、それが強いほど乗り
越えたときの得るものも大きいもの。仕事上は、敢えて苦しい道を選んでそれを克服
するプロセスを楽しむ　です。

【編集後記】

12月の皆様のご訪問の受
入が叶わず大変残念でし
た。
けれども、今回も組合員、
社員皆様の善意をしっか
り受け止めさせていただ
きました。コロナ禍にあっ
ても地域の皆様のご支援
の有難さを一層感じます。

2022.3.19  インドア花見

気
が
早
い
で
す
が
、今
年

こ
そ
三
年
振
り
の
再
会
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す

≪志摩園はもっと外に出よう、地域の中にいよう、個性を発揮しよう≫

特別養護老人ホーム志摩園  定員130名で開園
(3号館) 現在に至る

第三期工事着工

経済
成長
率が
戦後
初

めて
マイ
ナス
に

3月9月

11月

4月

3月

特別養護老人ホーム志摩園　定員100名で開園

特別養護老人ホーム建物完成 (1号館)
鉄筋コンクリート造  平屋建て  1140.32㎡
    芥屋国民宿舎にて落成式

特別養護老人ホーム志摩園　定員50名で開園

法人登記完了

志摩園の軌跡
（揺籃前後）

10月第二期工事着工　

12月日本レコード大賞 ： 喝采(ちあきなおみ)

8月大分県立津久見高校　　　夏の甲子園大会
全国制覇

5月沖縄が日本に返還、沖縄県発足
4月志摩園開園、私は小学6年生

2月札幌冬季オリンピック開催

7月阪神江夏豊投手　オールスターで9連続奪三振

ヒ
ッ
ト
曲

ベ
ス
ト
３

5月

4月

7月

児童手当法制定　(施行1972年1月)

日本は高齢化率7％超の高齢化社会へ

(世の中の流行、
出来事など)

第二次ベビーブーム到来（1971～74年）

アポロ11号　人類初の月面着陸

寝たきり老人家庭奉仕員事業の創設

流行語　「オー、モーレツ」

解散

１位　わたしの城下町　　小柳ルミ子
２位　知床旅情　　　　　加藤登紀子　
３位　また逢う日まで　　尾崎紀世彦　　

洋画

長編小説「恍惚の人」出版
流行語　「お客様は神様です」

9月補助金申請　　第二期工事契約　

7月増築認可の内示

4月1日

3月

1月

厚生大臣から社会福祉法人志摩会設立の認可を受ける 12月

特別養護老人ホームの建設工事に着手 10月

設立認可の内示 7月

福岡県民生部社会課から
特養設置に向け種々の教
示を受ける

10月

志摩町役場にて設立発起人会開催 12月

福岡県民生部社会課に特別養護老人ホーム
設置について相談

4月

志摩町役場にて設立発起人会開催
社会福祉法人名を「志摩会」、特別養護
老人ホームを「志摩園」とすることを決定

2月

福岡県知事から特別養護老人ホームの認可
志摩園診療所開設許可

第二期　特別養護老人ホーム建物完成(2号館)

定員
130名
に

定員
100名
に

法人設立50周年を迎えて
ー組織は生命システムー

  1976
（昭和51）
    年

1975
（昭和50）

年

1974
（昭和49）

年
1973

（昭和48）
年

1971
（昭和46）

年

1970
（昭和45）

年

1969
（昭和44）

年

再び
50年に1回の
試合のゴング
が鳴る

100名に増床後も入所希望者
は多く、謝絶せざるを得ない
状況が続き、さらに30名の増
床計画を理事会にて決定

“2ヶ月半で満床となり、申込多数にて
断るのに困却している　…”、定員を
100名に増床することを理事会にて決議

老人医療費の無料化は結果的に、昭和57年
の老人保健制度に、さらに現在の介護保険制
度につながりました。わずか30年の間に日
本の社会保障制度は大きく変遷しました

当時は歌詞の意味がわからず、まばたきをせず
に歌うなおみさんが不思議でした。大人になっ
て聴けば、成功と後悔共に背負って進む強さに
共感します

昭和42年春の選抜大会優勝に続く、決勝進出。
隣市に住む私たちも毎日テレビに釘付けでした。
当時の野球部長が後に私の恩師。時々授業中
その時の心理やベンチワークを話してくれること
も。
(優勝翌日の新聞を手に入れたところ、文字ポイント
の小ささに驚きです)

社会福祉法人制度が誕生して71年のなかに、志摩会は企業(法人)
年齢50歳となったわけですが、そのうち29年間、直接私も携わって
きました。法人創成期の資料を紐解いてみると、先達のバイタリティ
に圧倒されます。
身近にモデルが殆どない状況で、イノベーターないしはアーリーア
ダプターのポジションを獲得したことは実業家ならではと畏れ入り
ます。
さて、今はというと事業の守成期であり、成熟期にさしかかるなか
で、日本の社会保障制度最後の急な上り坂を目の前に、立ち向かう
か、立ちすくむか…
その一方で、51年目からの志摩会は第二の事業創成期と言えるほど
の活動にチャレンジする準備を進めています。それはピンチとチャ
ンスが背中合わせの経営になるでしょう。
チャンスを手繰り寄せる妙案は特別にはありませんが、法人も有機
体と考えれば、私たち職員は細胞、細胞は常に新陳代謝され、生ま
れ変わることで環境に適応することが可能となります。
その時代に親和し、溶け込むためには今の自分たちがどのように変
化するか、あるいは不変でなければならないか、丁寧に検討しなが
ら歩を進めます。
「地域に不可欠な法人になる」DNAを継承しつつ、これからは生易
しい環境ではないことを想像しながら、創造性を発揮する組織であ
り続けます。

昭和48年日本の社会保障制度は「福祉元年」を迎えた

老人医療費の無料化
医療保険における高額療養費制度の導入
年金に物価スライド制の導入
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51年目の一歩を踏み出しました。これから見
える景色を私たちも楽しみにしています

コリドーの先にあるもの
…近未来介護でありたい

県内のまん延防止等措置発令中の1月後半からお休みし、3月から再開！

岐阜・飛騨地方の縁起
物の民芸品です

志摩船越の満開の桜のもと

堂々とした中にも優しさ、親しみやすさを醸す
佇まいです
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見本制作とインス
トラクターは浦方
さま(上　中央)。

皆さん作業しながらのおしゃべりも楽しそうです

完成に向かって
池

(特養　介護職員)
堂原

(特養　介護職員)
久保

(志摩地域包括支援
センター保健師)

吉田
(特養　介護職員)

植田(特養介護福祉士)植村(特養介護福祉士)

古木(特養介護福祉士)
“「専門的知識、技術を活かし
た介護」”“「尊厳の保持」と「自立支援介護」”

長掛(特養介護福祉士)

山﨑
(特養　調理職員)

フラハナアロハ
野村先生、今回は
坂本九さんでご指
導下さいました

お顔は風船カズラの実。見事な“富士額”は
自然の芸術。てっきりペインティングしたと
思っていました

お仕事の後は疲れてすぐ
寝てしまうので、紅子さ
ん、1日がもっと長く使え
る駄菓子がほしいです

近視で、眼鏡をかけた自分
の姿に慣れないのが嫌で
す。社会人として視界良好
で仕事にも臨みたいです。

関東圏域の自治体で約20
年保健師をし、福岡に戻っ
てきました。これから糸島
の皆様の為活動します
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で過ごせる世界がほしい
です
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“これからも知識・技術の
向上に努め、自立支援を
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多き生活を支援します”
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ま
す

よ
う
に…

入
園
者
の
皆
様
も「
新
居
」に
移
ら
れ
、少
し
ず

つ
馴
染
ん
で
こ
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。職
員

も
同
じ
状
況
で
し
ょ
う
。志
摩
園
の
最
も
古
い

建
物
か
ら
最
新
の
建
物
に
生
ま
れ
替
わ
り
ま

し
た
。建
物
は
数
十
年
単
位
で
更
新
す
る
た

め
、そ
の
時
代
の
世
情
を
も
反
映
す
る
も
の
で

あ
り
、そ
う
あ
る
べ
き
と
思
い
ま
す
。

波
を
、3
年
生
で
第
4
波
か
ら
6
波

を
経
験
し
た
大
変
な
高
校
生
活
を
過

ご
し
て
き
た
と
思
い
ま
す
。新
社
会
人

と
な
っ
た
今
、そ
の
経
験
を
生
か
し

て
、学
校
生
活
よ
り
更
に
広
く
深
い
地

域
で
活
躍
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

こ
の
春
も
新
卒
者
4
名
と

熟
達
者
1
名
を
4
月
1
日

付
で
採
用
し
ま
し
た
。

新
卒
の
皆
さ
ん
は
、地
元
高

校
の
卒
業
生
で
志
摩
園
を

選
ん
で
頂
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。2
年

生
で
コ
ロ
ナ
感
染
の
第
1
波
か
ら
3

こ
の
松
風
館
も
確
か
に
少
し
先
の
将
来
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
へ
の
期
待
や
イ
メ
ー
ジ
の
意
匠
を

凝
ら
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
重
装
備
を
求
め
ら
れ
る
特
養
を
私

た
ち
が
ど
う
使
い
こ
な
し
て
い
く
か
、そ
の
責

任
を
担
っ
て
い
ま
す
。

常
に
変
化
す
る
社
会
的
価
値
を
適
切
に

キ
ャ
ッ
チ
、吟
味
し
て
活
動
し
ま
す
。

フラダンスでほ
ぐした次は“ぺ
タンク・カーリ
ング”レク。
MVPには心ば
かりの賞品を。

争いのない、みんなが笑顔
で過ごせる世界がほしい
です

これから、介
護福祉士とし
て、実現した
いことを教え
てもらいまし
た

地域の野球チームで捕手
をしているので、道具等を
更新したいです

“これからも知識・技術の
向上に努め、自立支援を
とおしてご利用者の笑顔
多き生活を支援します”

“ご利用者の希望をお聴き
しながらイベントや自立
支援を”

2022.5.26

おこもりカフェ岐志浜は、向こう3ヶ月ごとの“週替り”
メニューを用意して皆様のご来店をお待ちしております
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神事の様子

桜を背に自作のさるぼぼと

桜と引津湾のブルーそして
可也山を背景に
桜と引津湾のブルーそして
可也山を背景に
桜と引津湾のブルーそして
可也山を背景に

介
護
福
祉
士
資
格
取
得

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！



2022.5.31発行

第75号

地域貢献：オレンジ志縁隊 ・げんき志縁隊 ・せいかつ志縁隊・おでかけ志縁隊
　　　　　まつり志縁隊 ・よか志縁隊、
　　　　　たまり場桜野・おこもりカフェ岐志浜

ソメイヨシノの開花宣言が日本一早かった福岡に

遅れること二日、

志摩園は室内で桜花と生バンドで春にちなんだ

懐かしの歌コレクションを満喫　…

外は冷たい雨、室内
ならではの強みを
発揮！

声高らかに皆様と甘酒で乾杯！！
皆様の笑顔を見られることが一番嬉しいです

パナソニックプロセスオートメーション
労働組合（博多区）様からご寄贈の品

　　　　　 待ちに待った新年度がスタートしました。同時に前年度の総括をしなければなりませ
んが、令和3年度は本当にいろいろな出来事があり、エネルギーを割きました。さすがにわずか3か
月前のこと=コロナクラスター発生を昔の出来事としして片付けられないでいます。個人的には入
園者の皆さんも職員もコロナ感染から元気を回復してくれていることが何より喜ばしく思います。
正に志摩園が日々、コロナに翻弄されていた時に始まった北京五輪は、スポーツニュース等で断
片的にしか見れていませんが、スノーボードで金メダルをつかんだ平野歩夢(あゆむ)選手の東京
五輪の競技の後のコメントを紹介する記事に触れ、勇気づけられました。
「人はいろんな負荷がかかればかかるほど身軽になる」　…　極限に挑むスポーツ選手に限らず、
ふつうに仕事をしている私たちにも当てはまっていたのではないかと気づかされました。
中途半端な負荷だとあれこれ雑念に邪魔される経験がありますが、究極な負荷だと認識するほど
集中力が研ぎ澄まされる経験もあります。それが「身軽になる」感覚ではないかと解釈しました。コ
ロナ感染からの脱却は職員みんなの「感染をこれ以上広げない！」という集中力を高めた意識の
下の行動を徹底してくれたおかげです。
また、行政機関のご指導・助言や近隣施設から感染対策物品の寄贈など助けていた
だき感謝しております。
さて、令和4年度も苦しい負荷、楽しい負荷、いろんな荷物がかかって来ることが予
想されますが、重圧、ストレス、緊張にさらされるのは当たり前、それが強いほど乗り
越えたときの得るものも大きいもの。仕事上は、敢えて苦しい道を選んでそれを克服
するプロセスを楽しむ　です。

【編集後記】

12月の皆様のご訪問の受
入が叶わず大変残念でし
た。
けれども、今回も組合員、
社員皆様の善意をしっか
り受け止めさせていただ
きました。コロナ禍にあっ
ても地域の皆様のご支援
の有難さを一層感じます。

2022.3.19  インドア花見

気
が
早
い
で
す
が
、今
年

こ
そ
三
年
振
り
の
再
会
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す

≪志摩園はもっと外に出よう、地域の中にいよう、個性を発揮しよう≫

特別養護老人ホーム志摩園  定員130名で開園
(3号館) 現在に至る

第三期工事着工

経済成長率が戦後初

めてマイナスに

3月 9月

11月

4月

3月

特別養護老人ホーム志摩園　定員100名で開園

特別養護老人ホーム建物完成 (1号館)
鉄筋コンクリート造  平屋建て  1140.32㎡
    芥屋国民宿舎にて落成式

特別養護老人ホーム志摩園　定員50名で開園

法人登記完了

志摩園の軌跡
（揺籃前後）

10月 第二期工事着工　

12月 日本レコード大賞 ： 喝采(ちあきなおみ)

8月 大分県立津久見高校　　　夏の甲子園大会
全国制覇

5月 沖縄が日本に返還、沖縄県発足
4月 志摩園開園、私は小学6年生

2月 札幌冬季オリンピック開催

7月 阪神江夏豊投手　オールスターで9連続奪三振

ヒ
ッ
ト
曲

ベ
ス
ト
３

5月

4月

7月

児童手当法制定　(施行1972年1月)

日本は高齢化率7％超の高齢化社会へ

(世の中の流行、
出来事など)

第二次ベビーブーム到来（1971～ 74年）

アポロ11号　人類初の月面着陸

寝たきり老人家庭奉仕員事業の創設

流行語　「オー、モーレツ」

解散

１位　わたしの城下町　　小柳ルミ子
２位　知床旅情　　　　　加藤登紀子　
３位　また逢う日まで　　尾崎紀世彦　　

洋画

長編小説「恍惚の人」出版
流行語　「お客様は神様です」

9月 補助金申請　　第二期工事契約　

7月 増築認可の内示

4月1日

3月

1月

厚生大臣から社会福祉法人志摩会設立の認可を受ける12月

特別養護老人ホームの建設工事に着手10月

設立認可の内示7月

福岡県民生部社会課から
特養設置に向け種々の教
示を受ける

10月

志摩町役場にて設立発起人会開催12月

福岡県民生部社会課に特別養護老人ホーム
設置について相談

4月

志摩町役場にて設立発起人会開催
社会福祉法人名を「志摩会」、特別養護
老人ホームを「志摩園」とすることを決定

2月

福岡県知事から特別養護老人ホームの認可
志摩園診療所開設許可

第二期　特別養護老人ホーム建物完成(2号館)

定員
130名
に

定員
100名
に

法人設立50周年を迎えて
ー組織は生命システムー

  1976
（昭和51）
    年

1975
（昭和50）

年

1974
（昭和49）

年
1973

（昭和48）
年

1971
（昭和46）

年

1970
（昭和45）

年

1969
（昭和44）

年

再び
50年に1回の
試合のゴング
が鳴る

100名に増床後も入所希望者
は多く、謝絶せざるを得ない
状況が続き、さらに30名の増
床計画を理事会にて決定

“2ヶ月半で満床となり、申込多数にて
断るのに困却している　…”、定員を
100名に増床することを理事会にて決議

老人医療費の無料化は結果的に、昭和57年
の老人保健制度に、さらに現在の介護保険制
度につながりました。わずか30年の間に日
本の社会保障制度は大きく変遷しました

当時は歌詞の意味がわからず、まばたきをせず
に歌うなおみさんが不思議でした。大人になっ
て聴けば、成功と後悔共に背負って進む強さに
共感します

昭和42年春の選抜大会優勝に続く、決勝進出。
隣市に住む私たちも毎日テレビに釘付けでした。
当時の野球部長が後に私の恩師。時々授業中
その時の心理やベンチワークを話してくれること
も。
(優勝翌日の新聞を手に入れたところ、文字ポイント
の小ささに驚きです)

社会福祉法人制度が誕生して71年のなかに、志摩会は企業(法人)
年齢50歳となったわけですが、そのうち29年間、直接私も携わって
きました。法人創成期の資料を紐解いてみると、先達のバイタリティ
に圧倒されます。
身近にモデルが殆どない状況で、イノベーターないしはアーリーア
ダプターのポジションを獲得したことは実業家ならではと畏れ入り
ます。
さて、今はというと事業の守成期であり、成熟期にさしかかるなか
で、日本の社会保障制度最後の急な上り坂を目の前に、立ち向かう
か、立ちすくむか…
その一方で、51年目からの志摩会は第二の事業創成期と言えるほど
の活動にチャレンジする準備を進めています。それはピンチとチャ
ンスが背中合わせの経営になるでしょう。
チャンスを手繰り寄せる妙案は特別にはありませんが、法人も有機
体と考えれば、私たち職員は細胞、細胞は常に新陳代謝され、生ま
れ変わることで環境に適応することが可能となります。
その時代に親和し、溶け込むためには今の自分たちがどのように変
化するか、あるいは不変でなければならないか、丁寧に検討しなが
ら歩を進めます。
「地域に不可欠な法人になる」DNAを継承しつつ、これからは生易
しい環境ではないことを想像しながら、創造性を発揮する組織であ
り続けます。

昭和48年日本の社会保障制度は「福祉元年」を迎えた

老人医療費の無料化
医療保険における高額療養費制度の導入
年金に物価スライド制の導入

いざ、
志摩園
始動

1972
（昭和47）

年

第130回(3/12)、第131回(3/26)

第132回

第133回

志
摩
会
創
立
50
周
年
と
松
風
館
竣
工

記
念
の
喜
び
〜
感
謝
と
共
に
地
域
貢
献
を
〜

51年目の一歩を踏み出しました。これから見
える景色を私たちも楽しみにしています

コリドーの先にあるもの
…近未来介護でありたい

県内のまん延防止等措置発令中の1月後半からお休みし、3月から再開！

岐阜・飛騨地方の縁起
物の民芸品です

志摩船越の満開の桜のもと

堂々とした中にも優しさ、親しみやすさを醸す
佇まいです

新
松
風
館
竣
工
に
ふ
れ
て

4/16

4/2

見本制作とインス
トラクターは浦方
さま(上　中央)。

皆さん作業しながらのおしゃべりも楽しそうです

完成に向かって
池

(特養　介護職員)
堂原

(特養　介護職員)
久保

(志摩地域包括支援
センター保健師)

吉田
(特養　介護職員)

植田(特養介護福祉士)植村(特養介護福祉士)

古木(特養介護福祉士)
“「専門的知識、技術を活かし
た介護」”“「尊厳の保持」と「自立支援介護」”

長掛(特養介護福祉士)

山﨑
(特養　調理職員)

フラハナアロハ
野村先生、今回は
坂本九さんでご指
導下さいました

お顔は風船カズラの実。見事な“富士額”は
自然の芸術。てっきりペインティングしたと
思っていました

お仕事の後は疲れてすぐ
寝てしまうので、紅子さ
ん、1日がもっと長く使え
る駄菓子がほしいです

近視で、眼鏡をかけた自分
の姿に慣れないのが嫌で
す。社会人として視界良好
で仕事にも臨みたいです。

関東圏域の自治体で約20
年保健師をし、福岡に戻っ
てきました。これから糸島
の皆様の為活動します

コ
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感
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懸
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ま
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に
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会
人
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今
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を
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校
生
活
よ
り
更
に
広
く
深
い
地
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で
活
躍
す
る
こ
と
を
期
待
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こ
の
春
も
新
卒
者
4
名
と

熟
達
者
1
名
を
4
月
1
日

付
で
採
用
し
ま
し
た
。

新
卒
の
皆
さ
ん
は
、地
元
高

校
の
卒
業
生
で
志
摩
園
を

選
ん
で
頂
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。2
年

生
で
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感
染
の
第
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こ
の
松
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館
も
確
か
に
少
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先
の
将
来
の
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護
サ
ー
ビ
ス
へ
の
期
待
や
イ
メ
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ジ
の
意
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を
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い
ま
す
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ま
だ
ま
だ
重
装
備
を
求
め
ら
れ
る
特
養
を
私

た
ち
が
ど
う
使
い
こ
な
し
て
い
く
か
、そ
の
責

任
を
担
っ
て
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ま
す
。

常
に
変
化
す
る
社
会
的
価
値
を
適
切
に

キ
ャ
ッ
チ
、吟
味
し
て
活
動
し
ま
す
。

フラダンスでほ
ぐした次は“ぺ
タンク・カーリ
ング”レク。
MVPには心ば
かりの賞品を。

争いのない、みんなが笑顔
で過ごせる世界がほしい
です

これから、介
護福祉士とし
て、実現した
いことを教え
てもらいまし
た

地域の野球チームで捕手
をしているので、道具等を
更新したいです

“これからも知識・技術の
向上に努め、自立支援を
とおしてご利用者の笑顔
多き生活を支援します”

“ご利用者の希望をお聴き
しながらイベントや自立
支援を”

2022.5.26

おこもりカフェ岐志浜は、向こう3ヶ月ごとの“週替り”
メニューを用意して皆様のご来店をお待ちしております
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桜を背に自作のさるぼぼと

桜と引津湾のブルーそして
可也山を背景に
桜と引津湾のブルーそして
可也山を背景に
桜と引津湾のブルーそして
可也山を背景に
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で
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す
！

第130回(3/12)、第131回(3/26)
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51年目の一歩を踏み出しました。これから見
える景色を私たちも楽しみにしています

コリドーの先にあるもの
…近未来介護でありたい

県内のまん延防止等措置発令中の1月後半からお休みし、3月から再開！

岐阜・飛騨地方の縁起
物の民芸品です

志摩船越の満開の桜のもと

堂々とした中にも優しさ、親しみやすさを醸す
佇まいです

新
松
風
館
竣
工
に
ふ
れ
て

4/16

4/2

見本制作とインス
トラクターは浦方
さま(上　中央)。

皆さん作業しながらのおしゃべりも楽しそうです

完成に向かって
池

(特養　介護職員)
堂原

(特養　介護職員)
久保

(志摩地域包括支援
センター保健師)

吉田
(特養　介護職員)

植田(特養介護福祉士)植村(特養介護福祉士)

古木(特養介護福祉士)
“「専門的知識、技術を活かし
た介護」”“「尊厳の保持」と「自立支援介護」”

長掛(特養介護福祉士)

山﨑
(特養　調理職員)

フラハナアロハ
野村先生、今回は
坂本九さんでご指
導下さいました

お顔は風船カズラの実。見事な“富士額”は
自然の芸術。てっきりペインティングしたと
思っていました

お仕事の後は疲れてすぐ
寝てしまうので、紅子さ
ん、1日がもっと長く使え
る駄菓子がほしいです

近視で、眼鏡をかけた自分
の姿に慣れないのが嫌で
す。社会人として視界良好
で仕事にも臨みたいです。

関東圏域の自治体で約20
年保健師をし、福岡に戻っ
てきました。これから糸島
の皆様の為活動します
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が
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す
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す
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高
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活
を
過

ご
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ま
す
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と
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今
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経
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を
生
か
し

て
、学
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生
活
よ
り
更
に
広
く
深
い
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で
活
躍
す
る
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と
を
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い
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す
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き
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で
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第
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ま
だ
ま
だ
重
装
備
を
求
め
ら
れ
る
特
養
を
私

た
ち
が
ど
う
使
い
こ
な
し
て
い
く
か
、そ
の
責

任
を
担
っ
て
い
ま
す
。

常
に
変
化
す
る
社
会
的
価
値
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に
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ッ
チ
、吟
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し
て
活
動
し
ま
す
。

フラダンスでほ
ぐした次は“ぺ
タンク・カーリ
ング”レク。
MVPには心ば
かりの賞品を。

争いのない、みんなが笑顔
で過ごせる世界がほしい
です

これから、介
護福祉士とし
て、実現した
いことを教え
てもらいまし
た

地域の野球チームで捕手
をしているので、道具等を
更新したいです

“これからも知識・技術の
向上に努め、自立支援を
とおしてご利用者の笑顔
多き生活を支援します”

“ご利用者の希望をお聴き
しながらイベントや自立
支援を”

2022.5.26

おこもりカフェ岐志浜は、向こう3ヶ月ごとの“週替り”
メニューを用意して皆様のご来店をお待ちしております
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2022.5.31発行

第75号

地域貢献：オレンジ志縁隊 ・げんき志縁隊 ・せいかつ志縁隊・おでかけ志縁隊
　　　　　まつり志縁隊 ・よか志縁隊、
　　　　　たまり場桜野・おこもりカフェ岐志浜

ソメイヨシノの開花宣言が日本一早かった福岡に

遅れること二日、

志摩園は室内で桜花と生バンドで春にちなんだ

懐かしの歌コレクションを満喫　…

外は冷たい雨、室内
ならではの強みを
発揮！

声高らかに皆様と甘酒で乾杯！！
皆様の笑顔を見られることが一番嬉しいです

パナソニックプロセスオートメーション
労働組合（博多区）様からご寄贈の品

　　　　　 待ちに待った新年度がスタートしました。同時に前年度の総括をしなければなりませ
んが、令和3年度は本当にいろいろな出来事があり、エネルギーを割きました。さすがにわずか3か
月前のこと=コロナクラスター発生を昔の出来事としして片付けられないでいます。個人的には入
園者の皆さんも職員もコロナ感染から元気を回復してくれていることが何より喜ばしく思います。
正に志摩園が日々、コロナに翻弄されていた時に始まった北京五輪は、スポーツニュース等で断
片的にしか見れていませんが、スノーボードで金メダルをつかんだ平野歩夢(あゆむ)選手の東京
五輪の競技の後のコメントを紹介する記事に触れ、勇気づけられました。
「人はいろんな負荷がかかればかかるほど身軽になる」　…　極限に挑むスポーツ選手に限らず、
ふつうに仕事をしている私たちにも当てはまっていたのではないかと気づかされました。
中途半端な負荷だとあれこれ雑念に邪魔される経験がありますが、究極な負荷だと認識するほど
集中力が研ぎ澄まされる経験もあります。それが「身軽になる」感覚ではないかと解釈しました。コ
ロナ感染からの脱却は職員みんなの「感染をこれ以上広げない！」という集中力を高めた意識の
下の行動を徹底してくれたおかげです。
また、行政機関のご指導・助言や近隣施設から感染対策物品の寄贈など助けていた
だき感謝しております。
さて、令和4年度も苦しい負荷、楽しい負荷、いろんな荷物がかかって来ることが予
想されますが、重圧、ストレス、緊張にさらされるのは当たり前、それが強いほど乗り
越えたときの得るものも大きいもの。仕事上は、敢えて苦しい道を選んでそれを克服
するプロセスを楽しむ　です。

【編集後記】

12月の皆様のご訪問の受
入が叶わず大変残念でし
た。
けれども、今回も組合員、
社員皆様の善意をしっか
り受け止めさせていただ
きました。コロナ禍にあっ
ても地域の皆様のご支援
の有難さを一層感じます。

2022.3.19  インドア花見

気
が
早
い
で
す
が
、今
年

こ
そ
三
年
振
り
の
再
会
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す

≪志摩園はもっと外に出よう、地域の中にいよう、個性を発揮しよう≫

特別養護老人ホーム志摩園  定員130名で開園
(3号館) 現在に至る

第三期工事着工

経済
成長
率が
戦後
初

めて
マイ
ナス
に

3月9月

11月

4月

3月

特別養護老人ホーム志摩園　定員100名で開園

特別養護老人ホーム建物完成 (1号館)
鉄筋コンクリート造  平屋建て  1140.32㎡
    芥屋国民宿舎にて落成式

特別養護老人ホーム志摩園　定員50名で開園

法人登記完了

志摩園の軌跡
（揺籃前後）

10月第二期工事着工　

12月日本レコード大賞 ： 喝采(ちあきなおみ)

8月大分県立津久見高校　　　夏の甲子園大会
全国制覇

5月沖縄が日本に返還、沖縄県発足
4月志摩園開園、私は小学6年生

2月札幌冬季オリンピック開催

7月阪神江夏豊投手　オールスターで9連続奪三振

ヒ
ッ
ト
曲

ベ
ス
ト
３

5月

4月

7月

児童手当法制定　(施行1972年1月)

日本は高齢化率7％超の高齢化社会へ

(世の中の流行、
出来事など)

第二次ベビーブーム到来（1971～74年）

アポロ11号　人類初の月面着陸

寝たきり老人家庭奉仕員事業の創設

流行語　「オー、モーレツ」

解散

１位　わたしの城下町　　小柳ルミ子
２位　知床旅情　　　　　加藤登紀子　
３位　また逢う日まで　　尾崎紀世彦　　

洋画

長編小説「恍惚の人」出版
流行語　「お客様は神様です」

9月補助金申請　　第二期工事契約　

7月増築認可の内示

4月1日

3月

1月

厚生大臣から社会福祉法人志摩会設立の認可を受ける 12月

特別養護老人ホームの建設工事に着手 10月

設立認可の内示 7月

福岡県民生部社会課から
特養設置に向け種々の教
示を受ける

10月

志摩町役場にて設立発起人会開催 12月

福岡県民生部社会課に特別養護老人ホーム
設置について相談

4月

志摩町役場にて設立発起人会開催
社会福祉法人名を「志摩会」、特別養護
老人ホームを「志摩園」とすることを決定

2月

福岡県知事から特別養護老人ホームの認可
志摩園診療所開設許可

第二期　特別養護老人ホーム建物完成(2号館)

定員
130名
に

定員
100名
に

法人設立50周年を迎えて
ー組織は生命システムー

  1976
（昭和51）
    年

1975
（昭和50）

年

1974
（昭和49）

年
1973

（昭和48）
年

1971
（昭和46）

年

1970
（昭和45）

年

1969
（昭和44）

年

再び
50年に1回の
試合のゴング
が鳴る

100名に増床後も入所希望者
は多く、謝絶せざるを得ない
状況が続き、さらに30名の増
床計画を理事会にて決定

“2ヶ月半で満床となり、申込多数にて
断るのに困却している　…”、定員を
100名に増床することを理事会にて決議

老人医療費の無料化は結果的に、昭和57年
の老人保健制度に、さらに現在の介護保険制
度につながりました。わずか30年の間に日
本の社会保障制度は大きく変遷しました

当時は歌詞の意味がわからず、まばたきをせず
に歌うなおみさんが不思議でした。大人になっ
て聴けば、成功と後悔共に背負って進む強さに
共感します

昭和42年春の選抜大会優勝に続く、決勝進出。
隣市に住む私たちも毎日テレビに釘付けでした。
当時の野球部長が後に私の恩師。時々授業中
その時の心理やベンチワークを話してくれること
も。
(優勝翌日の新聞を手に入れたところ、文字ポイント
の小ささに驚きです)

社会福祉法人制度が誕生して71年のなかに、志摩会は企業(法人)
年齢50歳となったわけですが、そのうち29年間、直接私も携わって
きました。法人創成期の資料を紐解いてみると、先達のバイタリティ
に圧倒されます。
身近にモデルが殆どない状況で、イノベーターないしはアーリーア
ダプターのポジションを獲得したことは実業家ならではと畏れ入り
ます。
さて、今はというと事業の守成期であり、成熟期にさしかかるなか
で、日本の社会保障制度最後の急な上り坂を目の前に、立ち向かう
か、立ちすくむか…
その一方で、51年目からの志摩会は第二の事業創成期と言えるほど
の活動にチャレンジする準備を進めています。それはピンチとチャ
ンスが背中合わせの経営になるでしょう。
チャンスを手繰り寄せる妙案は特別にはありませんが、法人も有機
体と考えれば、私たち職員は細胞、細胞は常に新陳代謝され、生ま
れ変わることで環境に適応することが可能となります。
その時代に親和し、溶け込むためには今の自分たちがどのように変
化するか、あるいは不変でなければならないか、丁寧に検討しなが
ら歩を進めます。
「地域に不可欠な法人になる」DNAを継承しつつ、これからは生易
しい環境ではないことを想像しながら、創造性を発揮する組織であ
り続けます。

昭和48年日本の社会保障制度は「福祉元年」を迎えた

老人医療費の無料化
医療保険における高額療養費制度の導入
年金に物価スライド制の導入

いざ、
志摩園
始動

1972
（昭和47）

年
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よ
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。
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も
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4
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1
日

付
で
採
用
し
ま
し
た
。
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、地
元
高
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の
卒
業
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で
志
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を

選
ん
で
頂
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。2
年
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で
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感
染
の
第
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か
ら
3

こ
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か
に
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先
の
将
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介

護
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意
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を
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ら
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て
い
ま
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。
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だ
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重
装
備
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め
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ち
が
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う
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い
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し
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か
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ま
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常
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て
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ま
す
。

フラダンスでほ
ぐした次は“ぺ
タンク・カーリ
ング”レク。
MVPには心ば
かりの賞品を。

争いのない、みんなが笑顔
で過ごせる世界がほしい
です

これから、介
護福祉士とし
て、実現した
いことを教え
てもらいまし
た

地域の野球チームで捕手
をしているので、道具等を
更新したいです

“これからも知識・技術の
向上に努め、自立支援を
とおしてご利用者の笑顔
多き生活を支援します”

“ご利用者の希望をお聴き
しながらイベントや自立
支援を”

2022.5.26

おこもりカフェ岐志浜は、向こう3ヶ月ごとの“週替り”
メニューを用意して皆様のご来店をお待ちしております

CAST

最
大
の
見
せ
場
の
は
ず…

12

6 5 4 3

78

11

1415

1617

10 9

13 12

神事の様子

桜を背に自作のさるぼぼと
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ま
す
！
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池
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てきました。これから糸島
の皆様の為活動します

コ
ロ
ナ
感
染
再
拡
大
が
懸
念
さ

れ
る
た
め
、関
係
者
の
み
の
参

列
と
な
り
ま
し
た
。

50
周
年
に
新
建
物
に
更
新
す
る

考
え
は
以
前
か
ら
温
め
て
お
り

ま
し
た
が
、実
現
は
望
外
の
喜

び
で
す
。こ
れ
ま
で
私
共
に
関

わ
っ
て
戴
い
た
皆
様
に
感
謝
し
、

ま
た
新
た
な
御
縁
を
結
べ
ま
す

よ
う
に…

入
園
者
の
皆
様
も「
新
居
」に
移
ら
れ
、少
し
ず

つ
馴
染
ん
で
こ
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。職
員

も
同
じ
状
況
で
し
ょ
う
。志
摩
園
の
最
も
古
い

建
物
か
ら
最
新
の
建
物
に
生
ま
れ
替
わ
り
ま

し
た
。建
物
は
数
十
年
単
位
で
更
新
す
る
た

め
、そ
の
時
代
の
世
情
を
も
反
映
す
る
も
の
で

あ
り
、そ
う
あ
る
べ
き
と
思
い
ま
す
。

波
を
、3
年
生
で
第
4
波
か
ら
6
波

を
経
験
し
た
大
変
な
高
校
生
活
を
過

ご
し
て
き
た
と
思
い
ま
す
。新
社
会
人

と
な
っ
た
今
、そ
の
経
験
を
生
か
し

て
、学
校
生
活
よ
り
更
に
広
く
深
い
地

域
で
活
躍
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

こ
の
春
も
新
卒
者
4
名
と

熟
達
者
1
名
を
4
月
1
日

付
で
採
用
し
ま
し
た
。

新
卒
の
皆
さ
ん
は
、地
元
高

校
の
卒
業
生
で
志
摩
園
を

選
ん
で
頂
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。2
年

生
で
コ
ロ
ナ
感
染
の
第
1
波
か
ら
3

こ
の
松
風
館
も
確
か
に
少
し
先
の
将
来
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
へ
の
期
待
や
イ
メ
ー
ジ
の
意
匠
を

凝
ら
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
重
装
備
を
求
め
ら
れ
る
特
養
を
私

た
ち
が
ど
う
使
い
こ
な
し
て
い
く
か
、そ
の
責

任
を
担
っ
て
い
ま
す
。

常
に
変
化
す
る
社
会
的
価
値
を
適
切
に

キ
ャ
ッ
チ
、吟
味
し
て
活
動
し
ま
す
。

フラダンスでほ
ぐした次は“ぺ
タンク・カーリ
ング”レク。
MVPには心ば
かりの賞品を。

争いのない、みんなが笑顔
で過ごせる世界がほしい
です

これから、介
護福祉士とし
て、実現した
いことを教え
てもらいまし
た

地域の野球チームで捕手
をしているので、道具等を
更新したいです

“これからも知識・技術の
向上に努め、自立支援を
とおしてご利用者の笑顔
多き生活を支援します”

“ご利用者の希望をお聴き
しながらイベントや自立
支援を”

2022.5.26

おこもりカフェ岐志浜は、向こう3ヶ月ごとの“週替り”
メニューを用意して皆様のご来店をお待ちしております

CAST

最
大
の
見
せ
場
の
は
ず…

12

6 5 4 3

78

11

1415

1617

10 9

13 12

神事の様子

桜を背に自作のさるぼぼと

桜と引津湾のブルーそして
可也山を背景に
桜と引津湾のブルーそして
可也山を背景に
桜と引津湾のブルーそして
可也山を背景に

介
護
福
祉
士
資
格
取
得

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

2022.5.31発行

第75号

地域貢献：オレンジ志縁隊 ・げんき志縁隊 ・せいかつ志縁隊・おでかけ志縁隊
　　　　　まつり志縁隊 ・よか志縁隊、
　　　　　たまり場桜野・おこもりカフェ岐志浜

ソメイヨシノの開花宣言が日本一早かった福岡に

遅れること二日、

志摩園は室内で桜花と生バンドで春にちなんだ

懐かしの歌コレクションを満喫　…

外は冷たい雨、室内
ならではの強みを
発揮！

声高らかに皆様と甘酒で乾杯！！
皆様の笑顔を見られることが一番嬉しいです

パナソニックプロセスオートメーション
労働組合（博多区）様からご寄贈の品

　　　　　 待ちに待った新年度がスタートしました。同時に前年度の総括をしなければなりませ
んが、令和3年度は本当にいろいろな出来事があり、エネルギーを割きました。さすがにわずか3か
月前のこと=コロナクラスター発生を昔の出来事としして片付けられないでいます。個人的には入
園者の皆さんも職員もコロナ感染から元気を回復してくれていることが何より喜ばしく思います。
正に志摩園が日々、コロナに翻弄されていた時に始まった北京五輪は、スポーツニュース等で断
片的にしか見れていませんが、スノーボードで金メダルをつかんだ平野歩夢(あゆむ)選手の東京
五輪の競技の後のコメントを紹介する記事に触れ、勇気づけられました。
「人はいろんな負荷がかかればかかるほど身軽になる」　…　極限に挑むスポーツ選手に限らず、
ふつうに仕事をしている私たちにも当てはまっていたのではないかと気づかされました。
中途半端な負荷だとあれこれ雑念に邪魔される経験がありますが、究極な負荷だと認識するほど
集中力が研ぎ澄まされる経験もあります。それが「身軽になる」感覚ではないかと解釈しました。コ
ロナ感染からの脱却は職員みんなの「感染をこれ以上広げない！」という集中力を高めた意識の
下の行動を徹底してくれたおかげです。
また、行政機関のご指導・助言や近隣施設から感染対策物品の寄贈など助けていた
だき感謝しております。
さて、令和4年度も苦しい負荷、楽しい負荷、いろんな荷物がかかって来ることが予
想されますが、重圧、ストレス、緊張にさらされるのは当たり前、それが強いほど乗り
越えたときの得るものも大きいもの。仕事上は、敢えて苦しい道を選んでそれを克服
するプロセスを楽しむ　です。

【編集後記】

12月の皆様のご訪問の受
入が叶わず大変残念でし
た。
けれども、今回も組合員、
社員皆様の善意をしっか
り受け止めさせていただ
きました。コロナ禍にあっ
ても地域の皆様のご支援
の有難さを一層感じます。

2022.3.19  インドア花見

気
が
早
い
で
す
が
、今
年

こ
そ
三
年
振
り
の
再
会
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す

≪志摩園はもっと外に出よう、地域の中にいよう、個性を発揮しよう≫

特別養護老人ホーム志摩園  定員130名で開園
(3号館) 現在に至る

第三期工事着工

経済
成長
率が
戦後
初

めて
マイ
ナス
に

3月9月

11月

4月

3月

特別養護老人ホーム志摩園　定員100名で開園

特別養護老人ホーム建物完成 (1号館)
鉄筋コンクリート造  平屋建て  1140.32㎡
    芥屋国民宿舎にて落成式

特別養護老人ホーム志摩園　定員50名で開園

法人登記完了

志摩園の軌跡
（揺籃前後）

10月第二期工事着工　

12月日本レコード大賞 ： 喝采(ちあきなおみ)

8月大分県立津久見高校　　　夏の甲子園大会
全国制覇

5月沖縄が日本に返還、沖縄県発足
4月志摩園開園、私は小学6年生

2月札幌冬季オリンピック開催

7月阪神江夏豊投手　オールスターで9連続奪三振

ヒ
ッ
ト
曲

ベ
ス
ト
３

5月

4月

7月

児童手当法制定　(施行1972年1月)

日本は高齢化率7％超の高齢化社会へ

(世の中の流行、
出来事など)

第二次ベビーブーム到来（1971～74年）

アポロ11号　人類初の月面着陸

寝たきり老人家庭奉仕員事業の創設

流行語　「オー、モーレツ」

解散

１位　わたしの城下町　　小柳ルミ子
２位　知床旅情　　　　　加藤登紀子　
３位　また逢う日まで　　尾崎紀世彦　　

洋画

長編小説「恍惚の人」出版
流行語　「お客様は神様です」

9月補助金申請　　第二期工事契約　

7月増築認可の内示

4月1日

3月

1月

厚生大臣から社会福祉法人志摩会設立の認可を受ける 12月

特別養護老人ホームの建設工事に着手 10月

設立認可の内示 7月

福岡県民生部社会課から
特養設置に向け種々の教
示を受ける

10月

志摩町役場にて設立発起人会開催 12月

福岡県民生部社会課に特別養護老人ホーム
設置について相談

4月

志摩町役場にて設立発起人会開催
社会福祉法人名を「志摩会」、特別養護
老人ホームを「志摩園」とすることを決定

2月

福岡県知事から特別養護老人ホームの認可
志摩園診療所開設許可

第二期　特別養護老人ホーム建物完成(2号館)

定員
130名
に

定員
100名
に

法人設立50周年を迎えて
ー組織は生命システムー

  1976
（昭和51）
    年

1975
（昭和50）

年

1974
（昭和49）

年
1973

（昭和48）
年

1971
（昭和46）

年

1970
（昭和45）

年

1969
（昭和44）

年

再び
50年に1回の
試合のゴング
が鳴る

100名に増床後も入所希望者
は多く、謝絶せざるを得ない
状況が続き、さらに30名の増
床計画を理事会にて決定

“2ヶ月半で満床となり、申込多数にて
断るのに困却している　…”、定員を
100名に増床することを理事会にて決議

老人医療費の無料化は結果的に、昭和57年
の老人保健制度に、さらに現在の介護保険制
度につながりました。わずか30年の間に日
本の社会保障制度は大きく変遷しました

当時は歌詞の意味がわからず、まばたきをせず
に歌うなおみさんが不思議でした。大人になっ
て聴けば、成功と後悔共に背負って進む強さに
共感します

昭和42年春の選抜大会優勝に続く、決勝進出。
隣市に住む私たちも毎日テレビに釘付けでした。
当時の野球部長が後に私の恩師。時々授業中
その時の心理やベンチワークを話してくれること
も。
(優勝翌日の新聞を手に入れたところ、文字ポイント
の小ささに驚きです)

社会福祉法人制度が誕生して71年のなかに、志摩会は企業(法人)
年齢50歳となったわけですが、そのうち29年間、直接私も携わって
きました。法人創成期の資料を紐解いてみると、先達のバイタリティ
に圧倒されます。
身近にモデルが殆どない状況で、イノベーターないしはアーリーア
ダプターのポジションを獲得したことは実業家ならではと畏れ入り
ます。
さて、今はというと事業の守成期であり、成熟期にさしかかるなか
で、日本の社会保障制度最後の急な上り坂を目の前に、立ち向かう
か、立ちすくむか…
その一方で、51年目からの志摩会は第二の事業創成期と言えるほど
の活動にチャレンジする準備を進めています。それはピンチとチャ
ンスが背中合わせの経営になるでしょう。
チャンスを手繰り寄せる妙案は特別にはありませんが、法人も有機
体と考えれば、私たち職員は細胞、細胞は常に新陳代謝され、生ま
れ変わることで環境に適応することが可能となります。
その時代に親和し、溶け込むためには今の自分たちがどのように変
化するか、あるいは不変でなければならないか、丁寧に検討しなが
ら歩を進めます。
「地域に不可欠な法人になる」DNAを継承しつつ、これからは生易
しい環境ではないことを想像しながら、創造性を発揮する組織であ
り続けます。

昭和48年日本の社会保障制度は「福祉元年」を迎えた

老人医療費の無料化
医療保険における高額療養費制度の導入
年金に物価スライド制の導入

いざ、
志摩園
始動

1972
（昭和47）

年


